
(57)【要約】

　【課題】　管路底部に固形物が堆積し難く、また堆積

した場合でも除去が容易な管路と管路の補修構造を提供

する。

　【解決手段】　管路１内側に所定のピッチで嵌合部２

ｐが設けられた補強部材２を用いて、管路１の断面形状

に略沿った中空骨組み状の補強体を構築し、この補強体

の内側に樹脂製の定尺内面部材１０を取り付けた後、こ

れら内面部材１０と管路内壁１ａとで形成される空間に

硬化性充填材３を充填する管路の補修構造において、定

尺内面部材１０の管路内側表面１０ｃを、その幅方向に

凹状に形成する。また、この凹形状によって、管路の底

部にリブレットが形成され、管内を流れる流水に対する

抵抗が低減される。従って、本発明は、馬蹄形管や矩形

管（ボックスカルバート）等、底部が平面状で管内物の

流下速度が低い管路においても、その流下能力を向上さ

せることが可能となる。

【選択図】　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 内 壁 に 沿 っ て 配 設 さ れ た 内 面 部 材 に よ り 、 固 形 物 を 含 む 水 を 流 下 さ せ る 管 路 内 面 が 形 成
さ れ た 管 路 で あ っ て 、 前 記 管 路 内 面 の う ち 、 少 な く と も そ の 底 部 に は 、 管 路 筒 長 方 向 の 溝
ま た は リ ブ が 複 数 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 管 路 。
【 請 求 項 ２ 】
　 管 路 の 内 壁 に 略 沿 っ て 配 設 さ れ た 補 強 部 材 の 内 側 に 、 管 路 筒 長 方 向 に 連 続 す る 内 面 部 材
が 取 り 付 け ら れ て い る と と も に 、 こ の 内 面 部 材 と 管 路 の 内 壁 と の 間 に 、 硬 化 性 充 填 材 が 充
填 さ れ て な る 管 路 の 補 修 構 造 に お い て 、
　 前 記 内 面 部 材 の う ち 、 少 な く と も 管 路 の 底 部 に 位 置 す る 内 面 部 材 の 管 路 内 側 表 面 に は 、
管 路 筒 長 方 向 に 連 続 す る 凹 部 ま た は 凸 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 管 路 の 補 修 構
造 。
【 請 求 項 ３ 】
　 内 側 に 所 定 の ピ ッ チ で 嵌 合 部 が 設 け ら れ た 分 割 補 強 部 材 を 管 路 の 内 壁 に 沿 う よ う に 組 み
立 て て な る 補 強 部 材 が 、 管 路 の 筒 長 方 向 に 複 数 個 配 置 さ れ 、 こ れ ら 補 強 部 材 が 連 結 部 材 に
よ り 相 互 に 一 体 化 さ れ て 中 空 骨 組 み 状 の 補 強 体 が 形 成 さ れ て い る と と も に 、 こ の 補 強 体 の
管 路 内 側 に 、 前 記 嵌 合 部 の ピ ッ チ の 幅 で 管 路 筒 長 方 向 に 一 定 の 長 さ の 定 尺 内 面 部 材 が 、 そ
の 長 手 方 向 お よ び 幅 方 向 に 当 接 し て 配 設 さ れ 、 こ れ ら 定 尺 内 面 部 材 と 管 路 の 内 壁 と の 間 に
、 硬 化 性 充 填 材 が 充 填 さ れ て な る 管 路 の 補 修 構 造 に お い て 、
　 前 記 定 尺 内 面 部 材 の 管 路 内 側 表 面 が 、 そ の 幅 方 向 に 凹 状 ま た は 凸 状 に 形 成 さ れ て い る こ
と を 特 徴 と す る 管 路 の 補 修 構 造 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 定 尺 内 面 部 材 に お け る 管 路 内 側 表 面 の 凹 形 状 の 最 大 深 さ ま た は 凸 形 状 の 最 大 高 さ が
、 幅 方 向 両 端 の 角 部 の 頂 点 ど う し を 結 ん だ 仮 想 基 準 面 に 対 し 、 ０ ． ５ ～ ５ ． ０ ｍ ｍ で あ る
こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ３ に 記 載 の 管 路 の 補 修 構 造 。
【 請 求 項 ５ 】
　 内 側 に 所 定 の ピ ッ チ で 嵌 合 部 が 設 け ら れ た 分 割 補 強 部 材 を 管 路 の 内 壁 に 沿 う よ う に 組 み
立 て て な る 補 強 部 材 が 、 管 路 の 筒 長 方 向 に 複 数 個 配 置 さ れ 、 こ れ ら 補 強 部 材 が 連 結 部 材 に
よ り 相 互 に 一 体 化 さ れ て 中 空 骨 組 み 状 の 補 強 体 が 形 成 さ れ て い る と と も に 、 こ の 補 強 体 の
管 路 内 側 に 、 前 記 嵌 合 部 の ピ ッ チ の 幅 で 管 路 筒 長 方 向 に 一 定 の 長 さ の 定 尺 内 面 部 材 が 、 そ
の 長 手 方 向 お よ び 幅 方 向 に 当 接 し て 配 設 さ れ 、 こ れ ら 定 尺 内 面 部 材 と 管 路 の 内 壁 と の 間 に
、 硬 化 性 充 填 材 が 充 填 さ れ て な る 管 路 の 補 修 構 造 に お い て 、
　 前 記 定 尺 内 面 部 材 の 管 路 内 側 表 面 に お け る 幅 方 向 両 端 の 角 部 が 、 Ｒ 形 状 に 形 成 さ れ て い
る こ と を 特 徴 と す る 管 路 の 補 修 構 造 。
【 請 求 項 ６ 】
　 内 側 に 所 定 の ピ ッ チ で 嵌 合 部 が 設 け ら れ た 分 割 補 強 部 材 を 管 路 の 内 壁 に 沿 う よ う に 組 み
立 て て な る 補 強 部 材 が 、 管 路 の 筒 長 方 向 に 複 数 個 配 置 さ れ 、 こ れ ら 補 強 部 材 が 連 結 部 材 に
よ り 相 互 に 一 体 化 さ れ て 中 空 骨 組 み 状 の 補 強 体 が 形 成 さ れ て い る と と も に 、 こ の 補 強 体 の
管 路 内 側 に 、 前 記 嵌 合 部 の ピ ッ チ の 幅 で 管 路 筒 長 方 向 に 一 定 の 長 さ の 定 尺 内 面 部 材 が 、 そ
の 長 手 方 向 お よ び 幅 方 向 に 当 接 し て 配 設 さ れ 、 こ れ ら 定 尺 内 面 部 材 と 管 路 の 内 壁 と の 間 に
、 硬 化 性 充 填 材 が 充 填 さ れ て な る 管 路 の 補 修 構 造 に お い て 、
　 前 記 定 尺 内 面 部 材 の 管 路 内 側 表 面 に お け る 幅 方 向 両 端 の 角 部 に 、 面 取 り 加 工 が 施 さ れ て
い る こ と を 特 徴 と す る 管 路 の 補 修 構 造 。
【 請 求 項 ７ 】
　 内 側 に 所 定 の ピ ッ チ で 嵌 合 部 が 設 け ら れ た 分 割 補 強 部 材 を 管 路 の 内 壁 に 沿 う よ う に 組 み
立 て て な る 補 強 部 材 が 、 管 路 の 筒 長 方 向 に 複 数 個 配 置 さ れ 、 こ れ ら 補 強 部 材 が 連 結 部 材 に
よ り 相 互 に 一 体 化 さ れ て 中 空 骨 組 み 状 の 補 強 体 が 形 成 さ れ て い る と と も に 、 こ の 補 強 体 の
管 路 内 側 に 、 前 記 嵌 合 部 の ピ ッ チ の 幅 で 管 路 筒 長 方 向 に 一 定 の 長 さ の 定 尺 内 面 部 材 が 、 そ
の 長 手 方 向 お よ び 幅 方 向 に 当 接 し て 配 設 さ れ 、 こ れ ら 定 尺 内 面 部 材 と 管 路 の 内 壁 と の 間 に
、 硬 化 性 充 填 材 が 充 填 さ れ て な る 管 路 の 補 修 構 造 に お い て 、
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　 前 記 定 尺 内 面 部 材 が 、 前 記 嵌 合 部 の ピ ッ チ の ２ 倍 の 幅 に 形 成 さ れ て い る と と も に 、 こ の
２ 倍 幅 の 定 尺 内 面 部 材 の 幅 方 向 中 央 に は 、 管 路 外 側 に 向 か っ て 突 出 し て 前 記 嵌 合 部 に 係 合
す る 係 合 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 管 路 の 補 修 構 造 。
【 請 求 項 ８ 】
　 前 記 ２ 倍 幅 の 定 尺 内 面 部 材 の 管 路 内 側 表 面 が 、 該 内 面 部 材 の 幅 方 向 中 央 を 挟 ん で 、 そ れ
ぞ れ 幅 方 向 に 凹 状 ま た は 凸 状 に 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ に 記 載 の 管 路 の
補 修 構 造 。
【 請 求 項 ９ 】
　 前 記 ２ 倍 幅 の 定 尺 内 面 部 材 に お け る 管 路 内 側 表 面 の 凹 形 状 の 最 大 深 さ ま た は 凸 形 状 の 最
大 高 さ が 、 こ の 管 路 内 側 表 面 の 幅 方 向 中 央 と 幅 方 向 両 端 の 角 部 の 頂 点 と を 結 ん だ 仮 想 基 準
面 に 対 し 、 そ れ ぞ れ ０ ． ５ ～ ５ ． ０ ｍ ｍ で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ８ に 記 載 の 管 路 の
補 修 構 造 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 前 記 ２ 倍 幅 の 定 尺 内 面 部 材 の 管 路 内 側 表 面 に お け る 幅 方 向 両 端 の 角 部 が 、 Ｒ 形 状 に 形 成
さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ か ら 請 求 項 ９ の い ず れ か に 記 載 の 管 路 の 補 修 構 造 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ２ 倍 幅 の 定 尺 内 面 部 材 の 管 路 内 側 表 面 に お け る 幅 方 向 両 端 の 角 部 に 、 面 取 り 加 工 が
施 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ７ か ら 請 求 項 ９ の い ず れ か に 記 載 の 管 路 の 補 修 構 造
。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 大 口 径 の 下 水 道 管 路 や 雨 水 管 路 等 、 泥 や 固 形 物 を 含 む 水 が 流 れ る 管 路 の 構 造
と 、 そ の 管 路 内 に 搬 入 し た 内 面 部 材 を 用 い て 管 路 内 壁 を 補 修 す る 管 路 の 補 修 構 造 に 関 し 、
更 に 詳 し く は 、 底 部 が 平 面 状 の 馬 蹄 形 管 や 矩 形 管 等 に 適 し た 管 路 の 構 造 お よ び 管 路 の 補 修
構 造 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 老 朽 化 し た 下 水 道 管 路 等 の 既 設 管 路 の 補 修 方 法 と し て 、 管 路 の 内 面 を 内 面 部 材 （ 内 張 り
材 ） で 全 面 的 に 覆 う 方 法 が 知 ら れ て い る （ 例 え ば 特 許 文 献 １ ～ 特 許 文 献 ２ 等 を 参 照 。 ） 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ま た 、 こ の よ う な 補 修 方 法 と し て 、 特 に 管 路 内 に 人 が 入 っ て 作 業 可 能 な 大 口 径 管 の 補 修
に 関 し 、 本 出 願 人 ら は 、 補 修 時 に 支 保 工 を 必 要 と せ ず 、 施 行 の 簡 素 化 お よ び 工 期 の 短 縮 等
を 実 現 で き る 管 路 の 補 修 方 法 （ 特 許 文 献 ３ ） や 、 強 度 の 期 待 で き な い 、 劣 化 の 進 ん だ 管 路
や 異 形 管 路 を 充 分 に 補 強 す る こ と の で き る 補 修 方 法 並 び に そ の 方 法 に よ り 得 ら れ る 管 路 の
補 修 構 造 （ 特 許 文 献 ４ ） に つ い て 提 案 し て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 以 上 の よ う な 管 路 の 補 修 方 法 は 、 内 面 部 材 を 管 路 の 筒 長 方 向 に 連 続 し た も の と す る こ と
に よ り 、 管 路 の 筒 長 方 向 に 継 ぎ 目 部 が な く 、 管 内 物 の 流 下 能 力 を 向 上 さ せ る こ と が で き る
と い う 利 点 が あ る も の の 、 管 路 の 補 修 長 が 長 く な る に 従 い 、 内 面 部 材 の 総 長 も 増 大 す る た
め 、 輸 送 上 ま た は 製 造 設 備 上 に お い て 困 難 な ケ ー ス が 生 じ て き た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 ま た 、 骨 組 み 状 補 強 体 を 用 い た 管 路 の 補 修 構 造 に お い て は 、 硬 化 性 充 填 材 の 注 入 時 に 、
管 路 の 底 部 近 傍 で 、 内 面 部 材 と 管 路 壁 面 と の 間 に 管 内 の 滞 留 水 や 空 気 が 噛 み 込 ん で し ま い
、 硬 化 性 充 填 材 の 未 充 填 部 位 が 形 成 さ れ て し ま う 場 合 が あ っ た 。 特 に 、 馬 蹄 形 管 や 矩 形 管
（ ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト ） 等 、 底 部 が 平 面 状 の 管 路 は 、 そ の 底 部 近 傍 に お け る 内 面 部 材 と 管
路 壁 面 と の 間 に 滞 留 水 や 空 気 の 噛 み 込 み が 多 く 、 未 充 填 部 位 が 形 成 さ れ て し ま う 恐 れ が 高
い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 出 願 人 ら は 、 管 路 筒 長 方 向 に 一 定 の 長 さ の 定 尺 内 面 部 材 を 、 そ の 長 手 方 向 お
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よ び 幅 方 向 に 当 接 し て 配 設 し 、 こ れ ら を 管 路 内 で 一 体 化 す る こ と に よ り 、 輸 送 上 ま た は 製
造 設 備 上 の 問 題 を 解 決 す る と と も に 、 施 工 現 場 で の 取 り 扱 い お よ び 作 業 性 の 良 い 管 路 の 補
修 構 造 に 関 す る 提 案 を 行 な っ て い る （ 特 許 文 献 ５ ） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 管 路 の 壁 面 と こ れ を 覆 う 内 面 部 材 と の 間 の 空 隙 内 に 設 置 さ れ る 補 強 体 の 内 縁 に 、
硬 化 性 充 填 材 を 管 路 筒 長 方 向 に 通 過 さ せ る 切 り 込 み を 設 け 、 硬 化 性 充 填 材 の 管 路 筒 長 方 向
の 流 動 を ス ム ー ズ に し て 、 硬 化 性 充 填 材 の 未 充 填 部 位 の 発 生 を 防 止 す る 管 路 の 補 修 構 造 を
提 案 し て い る （ 特 許 文 献 ６ ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 図 １ １ か ら 図 １ ４ は 、 こ れ ら の 提 案 に 係 る 従 来 の 管 路 の 補 修 構 造 の 概 略 を 説 明 す る 図 で
あ る 。 こ の 管 路 の 補 修 方 法 は 、 高 剛 性 材 料 （ 例 え ば 鋼 等 ） か ら な る 中 空 骨 組 み 状 の 補 強 体
を 管 路 内 に お い て 組 み 立 て 、 こ の 補 強 体 の 内 側 に 樹 脂 あ る い は 金 属 等 か ら な る 内 面 部 材 （
内 張 り 材 ） を 取 り 付 け た 後 、 こ れ ら 内 面 部 材 と 管 路 壁 面 と で 形 成 さ れ る 空 間 に 硬 化 性 充 填
材 （ 裏 込 め 材 ） を 充 填 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 例 え ば 、 例 の よ う な 断 面 が 円 形 の 既 設 管 路 の 場 合 、 図 １ １ の よ う に 、 先 ず 既 設 管 路 １ の
内 部 に 、 管 路 内 壁 １ ａ に 略 沿 っ た 形 状 の 補 強 部 材 ２ を 組 み 立 て る 。 こ の 補 強 部 材 ２ は 、 マ
ン ホ ー ル 等 か ら 搬 入 し た 複 数 の 分 割 補 強 部 材 （ こ の 例 に お い て は 、 ３ 個 の 分 割 補 強 部 材 ２
ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ ） を 相 互 に 結 合 し て 、 全 体 と し て 管 路 内 壁 １ ａ に 略 沿 っ た リ ン グ 状 に 組 み
立 て ら れ る 。 こ の 補 強 部 材 ２ の 管 路 内 側 に は 、 後 述 す る 嵌 合 部 材 １ １ と 定 尺 内 面 部 材 ３ ０
を 嵌 め 込 む た め の 複 数 の 嵌 合 用 凹 部 （ 嵌 合 部 ２ ｐ ） が 、 周 方 向 に 所 定 の ピ ッ チ で 形 成 さ れ
て い る と と も に 、 そ の 外 縁 に は 周 方 向 に 一 様 に 連 続 す る 凹 凸 が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 な お 、 こ の リ ン グ 状 の 補 強 部 材 ２ は 、 筒 長 方 向 に 貫 通 す る 貫 通 穴 ２ ｑ が そ れ ぞ れ 周 方 向
に 一 定 の 間 隔 で 形 成 さ れ て お り 、 複 数 の リ ン グ 状 補 強 部 材 ２ が 形 成 さ れ た 段 階 で 、 パ イ プ
材 と ボ ル ト お よ び ナ ッ ト 等 か ら な る 連 結 部 材 （ 図 示 省 略 ） に よ っ て 、 こ れ ら の リ ン グ 状 補
強 部 材 ２ を 既 設 管 路 の 筒 長 方 向 に 一 定 の 間 隔 で 連 結 ・ 一 体 化 し 、 全 体 と し て 中 空 骨 組 み 状
の 補 強 体 と さ れ る 。 ま た 、 補 強 部 材 ２ の 径 方 向 内 縁 に は 、 各 貫 通 穴 ２ ｑ に 連 通 す る 切 り 込
み ２ ｒ が 形 成 さ れ て お り 、 定 尺 内 面 部 材 ３ ０ が 取 り 付 け ら れ た 場 合 で も 、 こ の 内 面 部 材 ３
０ に 接 す る 補 強 部 材 ２ の 内 縁 近 傍 に 、 既 設 管 路 筒 長 方 向 に 連 通 す る す き ま が 形 成 さ れ る よ
に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 、 補 強 部 材 ２ の 嵌 合 部 ２ ｐ の そ れ ぞ れ に 、 嵌 合 部 材 １ １ を 既 設 管 路 １ の 筒 長 方 向 に
沿 っ て 互 い に 平 行 に 取 り 付 け 、 こ れ ら 各 嵌 合 部 材 １ １ を 介 し て 、 定 尺 内 面 部 材 ３ ０ を 取 り
付 け る 。 こ の 定 尺 内 面 部 材 ３ ０ は 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 、 一 定 の 長 さ 、 例 え ば ５ ｍ 程 度 の
長 さ を 有 す る 左 右 対 称 の 一 様 断 面 の 帯 状 体 で あ り 、 平 板 状 の 本 体 部 分 両 縁 部 に 片 面 側 に 突
出 す る 嵌 合 用 凸 部 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ が 一 体 形 成 さ れ た 形 状 を 有 し て い る 。 こ の 嵌 合 用 凸 部 ３
０ ａ ， ３ ０ ｂ 間 の 距 離 は 、 補 強 部 材 ２ の 内 側 に 形 成 さ れ た 嵌 合 部 ２ ｐ ど う し の 距 離 （ ピ ッ
チ ） と 等 し く 、 互 い に 隣 接 す る 内 面 部 材 ３ ０ の 一 方 の 嵌 合 用 凸 部 ３ ０ ａ と 他 方 の 内 面 部 材
３ ０ の 嵌 合 用 凸 部 ３ ０ ｂ と が 突 き 合 わ さ れ た 状 態 で 、 そ れ ぞ れ 嵌 合 部 材 １ １ の 開 口 部 に 挿
入 さ れ る 。 な お 、 こ れ ら 嵌 合 用 凸 部 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ と 嵌 合 部 材 １ １ と の 間 に は 、 防 水 の た
め の シ ー ル 部 材 １ ２ が 介 在 配 置 さ れ る 場 合 も あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ の 後 、 図 １ ３ お よ び 図 １ ４ に 示 す よ う に 、 こ の 定 尺 内 面 部 材 ３ ０ と 管 路 内 壁 １ ａ と の
間 の 空 隙 に 硬 化 性 充 填 材 ３ が 注 入 さ れ る 。 こ の 注 入 さ れ た 硬 化 性 充 填 材 ３ は 、 リ ン グ 状 の
補 強 部 材 ２ ご と に 筒 長 方 向 に 区 切 ら れ た 空 隙 の 区 画 を 、 既 設 管 路 の 底 部 側 か ら 充 填 し な が
ら 、 補 強 部 材 ２ の 外 縁 の 凹 凸 に よ っ て 形 成 さ れ た す き ま 、 あ る い は 前 記 切 り 込 み ２ ｒ に よ
っ て 補 強 部 材 ２ の 内 縁 近 傍 に 形 成 さ れ た す き ま 等 か ら 、 次 の 空 隙 区 画 へ と 順 次 流 れ 込 ん で
行 く こ と と な る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
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【 特 許 文 献 １ 】 特 許 第 ２ ６ １ ４ ６ ６ ９ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 許 第 ２ ７ ４ ２ ９ ８ ６ 号 公 報
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － １ ２ ０ ２ ９ ０ 号 公 報
【 特 許 文 献 ４ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ １ １ ３ ８ ７ 号 公 報
【 特 許 文 献 ５ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ １ ０ ３ ７ ８ 号 公 報
【 特 許 文 献 ６ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ３ ２ ８ ４ ３ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 と こ ろ で 、 下 水 道 管 路 や 雨 水 管 路 等 の 底 部 に は 、 沈 砂 と 呼 ば れ る 固 形 汚 物 が 堆 積 す る こ
と が 知 ら れ て お り 、 従 来 か ら の 要 望 と し て 、 こ れ ら 泥 や 固 形 物 を 含 む 水 を 流 下 さ せ る 管 路
に は 、 で き る だ け 沈 砂 が 溜 ま ら な い 構 造 で あ る こ と 、 お よ び こ の 沈 砂 を 掃 除 （ 除 去 ） し 易
い 構 造 で あ る こ と 、 が 求 め ら れ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 し か し な が ら 、 馬 蹄 形 管 や 矩 形 管 （ ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト ） 等 、 底 部 が 平 面 状 の 管 路 は 、
管 内 物 の 流 下 速 度 が 低 く 、 固 形 物 が 堆 積 し 易 い 傾 向 に あ り 、 断 面 が 円 形 の 管 路 に 比 べ 、 沈
砂 が 多 く 生 じ て し ま う 場 合 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 本 発 明 は 、 こ の よ う な 実 情 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 管 路 底 部 に 固 形 物 が 堆 積 し 難
く 、 ま た 堆 積 し た 場 合 で も 除 去 が 容 易 な 管 路 と 管 路 の 補 修 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と し
て い る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 は 、 内 壁 に 沿 っ て 配 設 さ れ た 内 面
部 材 に よ り 、 固 形 物 を 含 む 水 を 流 下 さ せ る 管 路 内 面 が 形 成 さ れ た 管 路 で あ っ て 、 前 記 管 路
内 面 の う ち 、 少 な く と も そ の 底 部 に 、 管 路 筒 長 方 向 の 溝 ま た は リ ブ が 複 数 形 成 さ れ て い る
こ と に よ っ て 特 徴 づ け ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 本 発 明 は 、 管 路 の 底 部 表 面 に 、 水 の 流 れ に 倣 っ た 凹 凸 形 状 （ リ ブ レ ッ ト ： Ｒ ｉ ｂ ｌ ｅ ｔ
） を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 こ の 流 水 に 対 す る 抵 抗 を 低 減 し 、 所 期 の 目 的 を 達 成 し よ う と
す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 す な わ ち 、 大 口 径 の 下 水 道 管 路 や 雨 水 管 路 等 、 泥 や 固 形 物 を 含 む 水 が 流 れ る 管 路 の 底 部
に 、 管 路 筒 長 方 向 の 複 数 の 溝 ま た は リ ブ か ら な る リ ブ レ ッ ト を 形 成 す る こ と に よ り 、 管 内
物 に 対 す る 摩 擦 抵 抗 が 低 減 さ れ る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 管 路 は 、 管 路 底 部 に 固 形 物 が 堆 積 し
難 く 、 ま た 堆 積 し た 場 合 で も 除 去 が 容 易 な 管 路 と す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ２ に 記 載 の 発 明 は 、 管 路 の 内 壁 に 略 沿 っ て 配 設 さ れ た 補 強 部 材 の 内 側 に 、
管 路 筒 長 方 向 に 連 続 す る 内 面 部 材 を 取 り 付 け る と と も に 、 こ の 内 面 部 材 と 管 路 の 内 壁 と の
間 に 、 硬 化 性 充 填 材 を 充 填 す る 管 路 の 補 修 構 造 に お い て 、 前 記 内 面 部 材 の う ち 、 少 な く と
も 管 路 の 底 部 に 位 置 す る 内 面 部 材 の 管 路 内 側 表 面 に は 、 管 路 筒 長 方 向 に 連 続 す る 凹 部 ま た
は 凸 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 構 成 に よ っ て 、 内 面 部 材 を 用 い た 既 設 管 路 の 補 修 構 造 に お い て も 、 請 求 項 １ に 記 載
の 発 明 と 同 様 の リ ブ レ ッ ト 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。 従 っ て 、 管 路 の 補 修 後 も 、 管 内 物
の ス ム ー ズ な 流 れ が 維 持 さ れ る と と も に 、 管 路 底 部 に 固 形 物 が 堆 積 し 難 く 、 ま た 堆 積 し た
場 合 で も 除 去 が 容 易 な 管 路 と す る こ と が で き る 。 な お 、 こ こ で 述 べ た 「 内 面 部 材 」 と は 、
管 路 筒 長 方 向 に 直 線 状 に 配 置 さ れ る 長 尺 の 内 面 部 材 を 包 含 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 こ こ で 、 所 定 の 幅 で 管 路 筒 長 方 向 に 一 定 の 長 さ の 定 尺 内 面 部 材 を 、 そ の 長 手 方 向 お よ び

10

20

30

40

50

(5) JP 2007-23521 A 2007.2.1



幅 方 向 に 連 結 し て 用 い る 管 路 の 補 修 構 造 に お い て は 、 前 記 定 尺 内 面 部 材 の 管 路 内 側 表 面 を
、 そ の 幅 方 向 に 凹 状 ま た は 凸 状 に 形 成 す れ ば 良 い （ 請 求 項 ３ ） 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 こ の 発 明 は 、 管 路 筒 長 方 向 （ す な わ ち 水 の 流 れ 方 向 ） に 並 べ ら れ た 内 面 部 材 の ピ ッ チ 幅
を 、 リ ブ レ ッ ト 形 状 の リ ピ ー ト 幅 と し て 利 用 す る も の で あ る 。 す な わ ち 、 所 定 の ピ ッ チ 幅
の 定 尺 内 面 部 材 を 用 い た 補 修 方 法 の 場 合 は 、 管 路 底 部 に 配 置 さ れ た 定 尺 内 面 部 材 の 個 々 の
表 面 を 、 そ の 幅 方 向 に 凹 状 ま た は 凸 状 と す る こ と に よ り 、 前 述 と 同 様 の リ ブ レ ッ ト 効 果 を
奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 な お 、 前 記 定 尺 内 面 部 材 に お け る 管 路 内 側 表 面 の 凹 形 状 の 最 大 深 さ ま た は 凸 形 状 の 最 大
高 さ は 、 幅 方 向 両 端 の 角 部 の 頂 点 ど う し を 結 ん だ 仮 想 基 準 面 に 対 し 、 ０ ． ５ ～ ５ ． ０ ｍ ｍ
で あ る こ と が 望 ま し い （ 請 求 項 ４ ） 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 リ ブ レ ッ ト は 、 そ の 凹 凸 形 状 の 間 の 高 さ の 差 が あ る 程 度 必 要 と さ れ る が 、 下 水 道 管 路 や
雨 水 管 路 等 の 場 合 は 、 堆 積 し た 沈 砂 を 掃 除 （ 除 去 ） し 易 い 構 造 で あ る こ と が 求 め ら れ る た
め 、 そ の 高 さ の 差 は ５ ｍ ｍ 以 下 に 抑 え る こ と が 好 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 所 定 の ピ ッ チ 幅 の 定 尺 内 面 部 材 を 用 い た 補 修 方 法 の 場 合 、 定 尺 内 面 部 材 の 個 々 の
表 面 を そ の 幅 方 向 に 凹 状 ま た は 凸 状 と す る 代 わ り に 、 前 記 定 尺 内 面 部 材 の 管 路 内 側 表 面 に
お け る 幅 方 向 両 端 の 角 部 を Ｒ 形 状 に 形 成 す る （ 請 求 項 ５ ） か 、 あ る い は 、 前 記 定 尺 内 面 部
材 の 管 路 内 側 表 面 に お け る 幅 方 向 両 端 の 角 部 に 面 取 り 加 工 を 施 す 構 成 （ 請 求 項 ６ ） と し て
も 良 い 。 こ れ ら の 構 成 に よ っ て も 、 請 求 項 ４ と 同 様 の リ ブ レ ッ ト 効 果 を 奏 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 一 方 、 請 求 項 ７ に 記 載 の 発 明 は 、 内 面 部 材 の 取 り 付 け 作 業 の 低 減 お よ び 硬 化 性 充 填 材 に
お け る 未 充 填 部 位 の 発 生 の 防 止 を 目 的 と し た も の で あ り 、 補 強 体 の 管 路 内 側 に 、 前 記 嵌 合
部 の ピ ッ チ の 幅 で 管 路 筒 長 方 向 に 一 定 の 長 さ の 定 尺 内 面 部 材 が 、 そ の 長 手 方 向 お よ び 幅 方
向 に 当 接 し て 配 設 さ れ 、 こ れ ら 定 尺 内 面 部 材 と 管 路 の 内 壁 と の 間 に 、 硬 化 性 充 填 材 が 充 填
さ れ て な る 管 路 の 補 修 構 造 に お い て 、 前 記 定 尺 内 面 部 材 が 、 前 記 嵌 合 部 の ピ ッ チ の ２ 倍 の
幅 に 形 成 さ れ て い る と と も に 、 こ の ２ 倍 幅 の 定 尺 内 面 部 材 の 幅 方 向 中 央 に 、 管 路 外 側 に 向
か っ て 突 出 し て 前 記 嵌 合 部 に 係 合 す る 係 合 部 が 形 成 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 内 面 部 材 施 工 時 の 作 業 工 数 を 削 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ の ２ 倍
幅 の 定 尺 内 面 部 材 の 幅 方 向 中 央 に 設 け ら れ た 係 合 部 に よ っ て 、 硬 化 性 充 填 剤 の 注 入 時 に も
、 注 入 圧 に よ る 内 面 部 材 の 浮 き 上 が り が 防 止 さ れ る と と も に 、 こ の 係 合 部 と 補 強 体 の 嵌 合
部 と 間 に 形 成 さ れ る す き ま に よ り 、 従 来 の 補 強 体 の 内 縁 に 形 成 さ れ て い た 切 り 込 み 等 を 設
け な く て も 、 硬 化 性 充 填 材 の 管 路 筒 長 方 向 の 流 動 が ス ム ー ズ に な る 。 従 っ て 、 本 発 明 の 管
路 の 補 修 構 造 は 、 内 面 部 材 と 管 路 壁 面 の 間 の 滞 留 水 や 空 気 の 噛 み 込 み が 少 な く 、 管 路 底 部
に お け る 硬 化 性 充 填 材 の 未 充 填 部 位 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 な お 、 こ の 構 成 の 場 合 も 、 前 記 ２ 倍 幅 の 定 尺 内 面 部 材 の 管 路 内 側 表 面 を 、 該 内 面 部 材 の
幅 方 向 中 央 を 挟 ん で そ れ ぞ れ 幅 方 向 に 凹 状 ま た は 凸 状 に 形 成 す る （ 請 求 項 ８ ） こ と に よ り
、 前 述 の リ ブ レ ッ ト 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 請 求 項 ４ に 記 載 の 発 明 と 同 様 、 前 記 ２ 倍 幅 の 定 尺 内 面 部 材 に お け る 管 路 内 側 表 面
の 凹 形 状 の 最 大 深 さ ま た は 凸 形 状 の 最 大 高 さ は 、 こ の 管 路 内 側 表 面 の 幅 方 向 中 央 と 幅 方 向
両 端 の 角 部 の 頂 点 と を 結 ん だ 仮 想 基 準 面 に 対 し 、 そ れ ぞ れ ０ ． ５ ～ ５ ． ０ ｍ ｍ で あ る こ と
が 望 ま し い （ 請 求 項 ９ ） 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ま た 更 に 、 ２ 倍 幅 の 定 尺 内 面 部 材 の 個 々 の 表 面 を 凹 状 ま た は 凸 状 と す る 代 わ り に 、 前 記
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２ 倍 幅 の 定 尺 内 面 部 材 の 管 路 内 側 表 面 に お け る 幅 方 向 両 端 の 角 部 を Ｒ 形 状 に 形 成 す る （ 請
求 項 １ ０ ） か 、 あ る い は 、 前 記 ２ 倍 幅 の 定 尺 内 面 部 材 の 管 路 内 側 表 面 に お け る 幅 方 向 両 端
の 角 部 に 面 取 り 加 工 を 施 す 構 成 （ 請 求 項 １ １ ） と し て も 良 い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 管 路 の 底 部 表 面 に 、 水 の 流 れ に 倣 っ た リ ブ レ ッ ト 形 状 を 形 成 す る こ と に
よ っ て 、 固 形 物 が 堆 積 し 難 く 、 ま た 堆 積 し た 場 合 で も 除 去 が 容 易 な 管 路 と す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ま た 、 本 発 明 の 管 路 の 補 修 構 造 に よ れ ば 、 管 路 の 補 修 後 も 、 管 内 物 の ス ム ー ズ な 流 れ が
維 持 さ れ る と と も に 、 管 路 底 部 に 固 形 物 が 堆 積 し 難 く 、 ま た 堆 積 し た 場 合 で も 除 去 が 容 易
と な る 。 特 に 、 馬 蹄 形 管 や 矩 形 管 （ ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト ） 等 、 底 部 が 平 面 状 で 管 内 物 の 流
下 速 度 が 低 い 管 路 に お い て も 、 そ の 流 下 能 力 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 ま た 、 管 路 の 内 壁 に 沿 う よ う に 組 み 立 て ら れ た 中 空 骨 組 み 状 の 補 強 体 の 管 路 内 側 に 、 前
記 嵌 合 部 の ピ ッ チ の 幅 で 管 路 筒 長 方 向 に 一 定 の 長 さ の 定 尺 内 面 部 材 を 、 そ の 長 手 方 向 お よ
び 幅 方 向 に 当 接 し て 配 設 し 、 こ れ ら 定 尺 内 面 部 材 と 管 路 の 内 壁 と の 間 に 、 硬 化 性 充 填 材 を
充 填 す る 管 路 の 補 修 構 造 に お い て は 、 前 記 補 強 体 の 嵌 合 部 の ピ ッ チ の ２ 倍 の 幅 の 定 尺 内 面
部 材 を 用 い る こ と に よ り 、 内 面 部 材 施 工 時 の 作 業 工 数 を 削 減 す る こ と が で き る と と も に 、
管 路 底 部 に お け る 硬 化 性 充 填 材 の 未 充 填 部 位 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 以 下 、 図 面 を 参 照 し つ つ こ の 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 １ は 、 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に お け る 管 路 の 補 修 構 造 を 示 す 管 路 径 方 向 の 断 面 図 で あ
り 、 図 ２ は 図 １ の Ａ 部 拡 大 模 式 図 で あ る 。 ま た 、 図 ３ は 、 こ の 第 １ 実 施 形 態 に お け る 定 尺
内 面 部 材 １ ０ の 断 面 形 状 の 例 を 示 す 図 で あ る 。 な お 、 従 来 例 と 同 様 の 機 能 を 有 す る 構 成 部
材 に は 、 同 じ 符 号 を 付 記 し て 詳 細 な 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 第 １ 実 施 形 態 に お け る 管 路 の 補 修 方 法 も 、 先 ず 、 高 剛 性 材 料 （ 例 え ば 鋼 等 ） か ら な
り 、 管 路 内 側 に 所 定 の ピ ッ チ で 嵌 合 部 ２ ｐ が 設 け ら れ た 分 割 補 強 部 材 を 、 管 路 内 壁 １ ａ に
沿 う よ う に 組 み 立 て 、 管 路 １ の 断 面 形 状 に 略 沿 っ た 補 強 部 材 ２ を 形 成 す る 。 そ し て 、 こ の
補 強 部 材 ２ を 管 路 １ の 筒 長 方 向 に 複 数 個 配 置 す る と と も に 、 こ れ ら 補 強 部 材 ２ を 連 結 部 材
（ 図 示 省 略 ） に よ り 相 互 に 一 体 化 し て 、 中 空 骨 組 み 状 の 補 強 体 を 構 築 す る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 次 に 、 補 強 部 材 ２ の 嵌 合 部 ２ ｐ の そ れ ぞ れ に 、 嵌 合 部 材 １ １ を 既 設 管 路 １ の 筒 長 方 向 に
沿 っ て 互 い に 平 行 に 取 り 付 け 、 隣 接 す る 内 面 部 材 １ ０ の 一 方 の 嵌 合 用 凸 部 １ ０ ａ と 他 方 の
内 面 部 材 １ ０ の 嵌 合 用 凸 部 １ ０ ｂ と を 突 き 合 わ さ れ た 状 態 で 、 シ ー ル 部 材 １ ２ を 介 し て そ
れ ぞ れ 嵌 合 部 材 １ １ の 開 口 部 に 挿 入 す る 。 そ の 後 、 こ の 定 尺 内 面 部 材 １ ０ と 管 路 内 壁 １ ａ
と の 間 の 空 隙 に 硬 化 性 充 填 材 ３ が 注 入 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 管 路 の 補 修 構 造 が 従 来 の 補 修 構 造 と 異 な る 点 は 、 図 ３ に 示 す よ う に
、 定 尺 内 面 部 材 １ ０ の 管 路 内 側 表 面 １ ０ ｃ が 、 そ の 幅 方 向 に 凹 状 に 形 成 さ れ て い る 点 で あ
る 。 ま た 、 こ の 定 尺 内 面 部 材 １ ０ は 、 幅 方 向 両 端 の 角 部 １ ０ ｄ ， １ ０ ｄ の 頂 点 ど う し を 結
ん だ 仮 想 基 準 面 Ｐ に 対 し 、 前 記 凹 形 状 の 最 大 深 さ Ｈ ｍ ａ ｘ が ２ ｍ ｍ と な る よ う に 形 成 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の 構 成 に よ っ て 、 本 実 施 形 態 に お け る 管 路 の 内 面 に は 、 水 の 流 れ に 倣 っ た 凹 凸 形 状 （
リ ブ レ ッ ト ： Ｒ ｉ ｂ ｌ ｅ ｔ ） が 形 成 さ れ る 。 従 っ て 、 本 実 施 形 態 に お け る 管 路 は 補 修 後 も
、 管 内 物 の ス ム ー ズ な 流 れ が 維 持 さ れ る と と も に 、 管 路 底 部 に 固 形 物 が 堆 積 し 難 く 、 ま た
堆 積 し た 場 合 で も 除 去 が 容 易 な 管 路 と す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 ま た 特 に 、 こ の 例 の よ う な 馬 蹄 形 管 や 矩 形 管 （ ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト ） 等 、 底 部 が 平 面 状
の 管 路 は 、 管 内 物 の 流 下 速 度 が 低 く 沈 砂 が 堆 積 し 易 い 傾 向 に あ る が 、 こ の 実 施 形 態 の よ う
に 、 管 路 内 面 に リ ブ レ ッ ト 構 造 を 形 成 す る こ と に よ っ て 、 管 内 物 の 流 下 能 力 を 向 上 さ せ る
こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 な お 、 こ の リ ブ レ ッ ト 構 造 は 、 図 ４ の よ う に 、 定 尺 内 面 部 材 １ ０ の 管 路 内 側 表 面 １ ０ ｃ
に お け る 幅 方 向 両 端 の 角 部 １ ０ ｄ を Ｒ 形 状 に 形 成 す る か 、 あ る い は 、 図 ５ の よ う に 、 幅 方
向 両 端 の 角 部 １ ０ ｄ に 面 取 り 加 工 を 施 し て 構 成 し て も 良 い 。 ま た 、 こ れ ら の 形 状 と 前 記 凹
形 状 を 組 み 合 わ せ て 構 成 し て も 、 同 様 の 効 果 を 奏 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に つ い て 説 明 す る 。
　 図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 管 路 の 補 修 構 造 を 示 す 管 路 径 方 向 の 断 面 図 で あ
り 、 図 ７ は 図 ６ の Ｂ 部 拡 大 模 式 図 で あ る 。 ま た 、 図 ８ は 、 こ の 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 定 尺
内 面 部 材 ２ ０ の 断 面 形 状 の 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 管 路 の 補 修 方 法 も 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 、 管 路 内 側 に 所 定 の ピ ッ チ
で 嵌 合 部 ２ ｐ が 設 け ら れ た 補 強 部 材 ２ を 用 い て 、 管 路 １ の 断 面 形 状 に 略 沿 っ た 中 空 骨 組 み
状 の 補 強 体 を 構 築 し 、 こ の 補 強 体 の 内 側 に 樹 脂 製 の 定 尺 内 面 部 材 ２ ０ を 取 り 付 け た 後 、 こ
れ ら 内 面 部 材 ２ ０ と 管 路 内 壁 １ ａ と で 形 成 さ れ る 空 間 に 硬 化 性 充 填 材 ３ を 充 填 す る も の で
あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 本 実 施 形 態 に お け る 管 路 の 補 修 構 造 の 特 徴 は 、 図 ７ の よ う に 、 定 尺 内 面 部 材 ２ ０ が 、 補
強 部 材 ２ の 嵌 合 部 ２ ａ の ピ ッ チ の ２ 倍 の 幅 に 形 成 さ れ て い る と と も に 、 こ の 定 尺 内 面 部 材
２ ０ の 幅 方 向 中 央 に 、 管 路 外 側 に 向 か っ て 突 出 し て 前 記 嵌 合 部 ２ ａ に 係 合 す る 係 合 部 ２ ０
ｃ が 形 成 さ れ て い る 点 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ま た 、 こ の ２ 倍 幅 の 定 尺 内 面 部 材 ２ ０ の 管 路 内 側 表 面 ２ ０ ｄ は 、 そ の 幅 方 向 中 央 ２ ０ ｅ
を 挟 ん で そ れ ぞ れ 幅 方 向 に 凹 状 に 形 成 さ れ て い る と と も に 、 管 路 内 側 表 面 ２ ０ ｄ の 幅 方 向
中 央 ２ ０ ｅ と 幅 方 向 両 端 の 角 部 ２ ０ ｆ ， ２ ０ ｆ の 頂 点 と を 結 ん だ 仮 想 基 準 面 Ｐ に 対 し 、 こ
の 凹 形 状 の 最 大 深 さ Ｈ ｍ ａ ｘ が そ れ ぞ れ ２ ｍ ｍ と な る よ う に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 、 ２ 倍 幅 の 定 尺 内 面 部 材 ２ ０ の 管 路 内 側 表 面 ２ ０ ｄ を 凹 状 と
す る 代 わ り に 、 こ の 管 路 内 側 表 面 ２ ０ ｄ に お け る 幅 方 向 両 端 の 角 部 ２ ０ ｆ ， ２ ０ ｆ を Ｒ 形
状 に 形 成 す る （ 図 ９ ） か 、 あ る い は 、 管 路 内 側 表 面 ２ ０ ｄ に お け る 幅 方 向 両 端 の 角 部 ２ ０
ｆ 、 ２ ０ ｆ に 面 取 り 加 工 を 施 し て も 良 い （ 図 １ ０ ） 。 ま た 、 係 合 部 ２ ０ ｃ が 形 成 さ れ て い
る 幅 方 向 中 央 ２ ０ ｅ の 管 路 内 側 表 面 ２ ０ ｄ 側 に 、 長 手 方 向 に 連 続 す る 溝 や リ ブ 等 を 形 成 し
て も 良 く 、 更 に は 、 こ れ ら 端 部 ２ ０ ｆ お よ び 幅 方 向 中 央 ２ ０ ｅ の 形 状 と 、 前 記 の 凹 形 状 を
組 み 合 わ せ て 構 成 し て も 良 い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の 構 成 に よ っ て 、 硬 化 性 充 填 剤 ３ の 注 入 時 に も 、 注 入 圧 に よ る 内 面 部 材 ２ ０ の 浮 き 上
が り が 防 止 さ れ る と と も に 、 こ の 係 合 部 ２ ０ ｃ と 補 強 部 材 ２ の 嵌 合 部 ２ ｐ と 間 に 形 成 さ れ
る す き ま に よ り 、 硬 化 性 充 填 材 ３ の 管 路 筒 長 方 向 の 流 動 が ス ム ー ズ に な る 。 従 っ て 、 本 実
施 形 態 に お け る 管 路 の 補 修 構 造 は 、 内 面 部 材 ２ ０ と 管 路 内 壁 １ ａ の 間 の 滞 留 水 や 空 気 の 噛
み 込 み が 少 な く 、 馬 蹄 形 管 や 矩 形 管 （ ボ ッ ク ス カ ル バ ー ト ） 等 、 底 部 が 平 面 状 の 管 路 に お
い て も 、 管 路 底 部 に お け る 硬 化 性 充 填 材 ３ の 未 充 填 部 位 の 発 生 を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 こ の 補 修 方 法 に よ り 形 成 さ れ た 管 路 内 面 は 、 定 尺 内 面 部 材 ２ ０ の 管 路 内 側 表 面 ２
０ ｄ に 形 成 さ れ た 凹 部 に よ っ て 、 前 記 第 １ 実 施 形 態 と 同 様 の リ ブ レ ッ ト 効 果 を 奏 す る こ と
が で き る 。 従 っ て 、 本 実 施 形 態 に お け る 管 路 の 補 修 構 造 も 、 管 路 底 部 に 固 形 物 が 堆 積 し 難
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く 、 ま た 堆 積 し た 場 合 で も 除 去 が 容 易 な 管 路 と す る こ と が で き る と と も に 、 底 部 が 平 面 状
の 管 路 に お け る 管 内 物 の 流 下 能 力 を 向 上 さ せ る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 更 に 、 以 上 の 管 路 の 補 修 構 造 で は 、 施 工 現 場 で 取 り 付 け る 定 尺 内 面 部 材 ２ ０ を 、 従 来 品
の ２ 倍 の 幅 と し た こ と で 、 こ の 取 付 作 業 の 手 間 を 低 減 す る こ と が で き る 。 ま た 、 硬 化 性 充
填 材 ３ の 充 填 が ス ム ー ズ に 行 な わ れ る こ と か ら 、 従 来 の 補 強 部 材 の 内 縁 に 形 成 さ れ て い た
切 り 込 み （ 図 １ １ に お け る 符 号 ２ ｒ ） を 設 け る 必 要 が な い 。 ま た 更 に 、 こ の 切 り 欠 き を 設
け な い こ と に よ っ て 、 切 り 欠 き に よ る 強 度 低 下 を 考 慮 す る 必 要 が な く 、 補 強 部 材 ２ の 管 路
径 方 向 の 幅 お よ び 管 路 筒 長 方 向 の 厚 み を 、 従 来 の も の よ り 幅 狭 お よ び 肉 薄 に 設 計 す る こ と
が で き る と と も に 、 そ の 形 状 加 工 が 容 易 と な る 。 従 っ て 、 本 実 施 形 態 に お け る 管 路 の 補 修
構 造 は 、 こ れ ら の 効 果 に よ り 、 従 来 に 比 し て そ の コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 以 上 の ２ つ の 実 施 形 態 で は 、 樹 脂 製 の 定 尺 内 面 部 材 を 用 い た 管 路 の 補 修 構 造 を 例
に 挙 げ た が 、 本 発 明 に お け る 内 面 部 材 は 、 特 に 樹 脂 製 に 限 定 さ れ る も の で は な く 、 金 属 等
、 硬 質 で 耐 水 性 を 有 す る 材 料 で 形 成 す れ ば 良 く 、 そ の 形 状 も 管 路 筒 長 方 向 に 連 続 す る も の
（ 長 尺 内 面 部 材 等 ） で あ っ て も 良 い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 更 に ま た 、 本 発 明 は 、 種 々 の 断 面 形 状 の 管 路 に 適 用 で き 得 る こ と は 勿 論 、 補 修 さ れ た 既
設 管 路 以 外 に も 、 内 面 部 材 を 用 い て 管 路 内 面 を 施 工 す る 新 設 管 路 に も 適 用 す る こ と が で き
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に お け る 管 路 の 補 修 構 造 を 示 す 管 路 径 方 向 の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ２ 】 図 １ の Ａ 部 拡 大 模 式 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に お け る 定 尺 内 面 部 材 １ ０ の 断 面 形 状 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に お け る 定 尺 内 面 部 材 １ ０ の 他 の 断 面 形 状 例 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 に お け る 定 尺 内 面 部 材 １ ０ の 更 に 他 の 断 面 形 状 例 を 示 す 図
で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 管 路 の 補 修 構 造 を 示 す 管 路 径 方 向 の 断 面 図 で あ る
。
【 図 ７ 】 図 ６ の Ｂ 部 拡 大 模 式 図 で あ る 。
【 図 ８ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 定 尺 内 面 部 材 ２ ０ の 断 面 形 状 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ９ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 定 尺 内 面 部 材 ２ ０ の 他 の 断 面 形 状 例 を 示 す 図 で あ
る 。
【 図 １ ０ 】 本 発 明 の 第 ２ 実 施 形 態 に お け る 定 尺 内 面 部 材 ２ ０ の 更 に 他 の 断 面 形 状 例 を 示 す
図 で あ る 。
【 図 １ １ 】 従 来 の 管 路 の 補 修 方 法 を 示 す 説 明 図 で 、 既 設 管 路 １ の 内 部 に 補 強 部 材 ２ を 組 み
立 て た 状 態 を 示 す 管 路 径 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ２ 】 従 来 の 管 路 の 補 修 方 法 に 用 い ら れ る 定 尺 内 面 部 材 の 外 観 斜 視 図 で あ る 。
【 図 １ ３ 】 従 来 の 管 路 の 補 修 構 造 を 示 す 管 路 径 方 向 の 断 面 図 で あ る 。
【 図 １ ４ 】 図 １ ３ の Ｃ 部 拡 大 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 １ 　 　 管 路
　 １ ａ 　 管 路 内 壁
　 ２ 　 　 補 強 部 材
　 ２ ａ ， ２ ｂ ， ２ ｃ 　 （ 分 割 ） 補 強 部 材
　 ２ ｐ 　 嵌 合 部
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　 ２ ｑ 　 貫 通 穴
　 ２ ｒ 　 切 り 込 み
　 ３ 　 硬 化 性 充 填 材
　 １ ０ 　 定 尺 内 面 部 材
　 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ 　 嵌 合 用 凸 部
　 １ ０ ｃ 　 管 路 内 側 表 面
　 １ ０ ｄ 　 角 部
　 １ １ 　 嵌 合 部 材
　 １ ２ 　 シ ー ル 部 材
　 ２ ０ 　 定 尺 内 面 部 材
　 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｂ 　 嵌 合 用 凸 部
　 ２ ０ ｃ 　 係 合 部
　 ２ ０ ｄ 　 管 路 内 側 表 面
　 ２ ０ ｅ 　 中 央 部
　 ２ ０ ｆ 　 角 部
　 ３ ０ 　 定 尺 内 面 部 材
　 ３ ０ ａ ， ３ ０ ｂ 　 嵌 合 用 凸 部
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】 【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】 【 図 １ ４ 】
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